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現代の新たな依存症、身に覚えはありませんか？
9月19日、市民研修センターで、市民健康講座が開催されました。
北星学園大学の田辺教授を迎え、依存症に至る心理や脳の仕組みなどについて事例を交えてお話し
いたただきました。
習慣的な行動が、自分自身に悪影響を与えているのにやめられない。皆さんも、いつの間にかインタ
ーネットやスマホに多くの時間を割いてしまったなんてことはありませんか？
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国
、北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者
協
議
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
８
月
22
日
、23
日
の
２
日

間
夕
張
市
に
お
い
て
、国
か
ら
総
務
省

自
治
財
政
局
財
務
調
査
課
長
他
４

名
、北
海
道
か
ら
総
合
政
策
部
地
域

振
興
監
他
７
名
、本
市
か
ら
理
事
他

全
課
室
長
が
出
席
し
、実
務
者
レ
ベ
ル

の
三
者
協
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
者
協
議
は
、平
成
24
年
度
か
ら
引

き
続
き
８
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

１
日
目
は
、本
市
の
現
状
を
国
、道

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、翌
日
の
議

事
に
係
る
協
議
項
目
関
連
施
設
を
中

心
に
市
内
各
所
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
つ
い
て
は
、抜
本
的
に
見

直
し
た
財
政
再
生
計
画（
以
下
、計
画

と
い
う
。）以
降
に
新
規
登
載
し
た
事

業（「
拠
点
複
合
施
設
建
設
」、「
市
立

診
療
所
建
替
」な
ど
）の
進
捗
と
成
果

を
市
が
報
告
す
る
と
と
も
に
、石
炭
博

物
館
の
模
擬
坑
道
火
災
に
係
る
状
況

お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、市
役
所
に
お
い
て
、国
、

道
、市
議
会
及
び
市
の
４
者
面
談
を
行

い
ま
し
た
。

◆
記
者
会
見
で
の
発
言

（
総
務
省
）

○
視
察
で
は
、拠
点
複
合
施
設
、石
炭

博
物
館
な
ど
を
実
際
に
自
分
の
目

で
見
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

○
協
議
で
は
平
成
29
年
３
月
の
抜
本

的
な
財
政
再
生
計
画
の
見
直
し
以

降
、新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
の

進
捗
を
三
者
で
確
認
を
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
一
定
の
進
捗
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、私
ど
も
総
務
省
と

し
ま
し
て
も
、夕
張
市
の
地
域
再
生

の
取
組
み
が
実
際
に
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、今
後
と
も
円
滑
に
進
む
よ
う

北
海
道
、あ
る
い
は
夕
張
市
か
ら

色
々
な
意
見
を
伺
い
な
が
ら
努
め
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

（
北
海
道
）

○
視
察
で
は
、４
月
18
日
に
発
生
し
た

模
擬
坑
道
の
火
災
被
害
の
状
況
、

北
海
道
の
近
代
産
業
を
支
え
た
貴

重
な
教
育
施
設
で
あ
る
石
炭
博
物

館
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

○
実
際
に
現
地
に
来
て
、現
物
を
見

て
、や
っ
ぱ
り
現
実
的
な
対
応
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、色
々
な
仕
事
の

上
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、改
め

て
現
地
に
来
て
、そ
う
いっ
た
思
い
を

強
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
協
議
で
は
、財
政
再
生
計
画
の
抜
本

的
な
見
直
し
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
、将
来
を
見
据
え
た
地
方
創

生
の
意
味
合
い
を
含
め
た
新
た
な

項
目
等
に
つ
き
ま
し
て
、色
々
な
実

施
状
況
、成
果
等
の
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。自
然
増
減
、社
会
増

減
、生
活
面
、産
業
面
と
い
う
こ
れ

か
ら
人
口
減
少
、地
域
創
生
を
考

え
る
上
で
必
要
な
要
素
を
う
ま
く

盛
り
込
ま
れ
た
再
生
計
画
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
て
、こ
れ
ら
が
着
実
に
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

○
石
炭
博
物
館
の
模
擬
坑
道
火
災
に

つ
き
ま
し
て
、昨
年
、非
常
に
入
館

者
数
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
、今
年
は

残
念
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
に
つ
い
て
は
、夕
張
市
が
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、お
考
え

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、私
ど
も
道
と

し
て
も
、出
来
る
限
り
の
協
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
道
と
し
て
は
、夕
張
市
の
地
域
再
生

に
必
要
な
事
業
が
円
滑
か
つ
着
実

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
市

や
国
の
皆
様
と
綿
密
に
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
市
　
長
）

○
今
年
度
の
三
者
協
議
に
つ
い
て
は
、

時
代
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、

ま
た
、先
の
統
一
地
方
選
挙
を
経
て

夕
張
市
も
新
体
制
と
な
っ
て
最
初

の『
国
・
北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三

者
協
議
』と
な
り
ま
し
た
。

○
こ
の
三
者
協
議
は
、国
、北
海
道
及

び
夕
張
市
が一堂
に
会
し
、全
国
唯
一

の
財
政
再
生
団
体
で
あ
る
夕
張
の

生
の
現
状
を
、現
地
視
察
を
通
じ
て

ご
覧
い
た
だ
い
た
う
え
で
、財
政
再

生
計
画
を
推
進
す
る
う
え
で
の

時
々
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る

大
事
な
場
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
三
者
協
議
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
１
点
目
と
し
て
、平
成
28
年

度
に
行
っ
た
財
政
再
生
計
画
の
抜

本
的
見
直
し
に
新
規
に
登
載
し
た

事
業
の
昨
年
度
ま
で
の
実
績
を
中

心
と
し
た
報
告
と
成
果
の
確
認
、　

２
点
目
と
し
て
、こ
の
春
火
災
に
見

舞
わ
れ
た
石
炭
博
物
館
の
模
擬
坑

道
火
災
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
課
題
の
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

○
財
政
再
生
計
画
に
新
規
に
登
載
し

た
事
業
の
進
捗
と
成
果
に
つ
い
て

は
、現
在
建
設
中
の
拠
点
複
合
施

設
や
、基
本
設
計
に
入
っ
て
い
る
市

立
診
療
所
に
つ
い
て
の
進
捗
等
、

個
々
の
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

○
そ
の
成
果
と
し
て
、大
規
模
改
修
を

計
画
に
登
載
し
た
石
炭
博
物
館
の

昨
年
度
入
館
者
数
が
３
万
２
千
４

百
人
と
目
標
の
１
万
４
千
人
の
２

倍
以
上
と
な
っ
た
こ
と
、指
定
管
理

に
よ
り
総
合
的
な
施
設
運
営
を
行

っ
て
い
る
市
体
育
館
施
設
の
利
用

者
、特
に
合
宿
や
大
会
で
の
使
用
が

年
々
伸
び
て
い
る
こ
と
な
ど
、本
市

交
流
人
口
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
こ
と
。ま
た
、全
国
の
市
の
中
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
口
減
少
率
で
あ

る
本
市
に
お
い
て
、本
年
１
月
１
日

付
け
の
住
基
人
口
に
よ
り
ま
す
と
、

若
年
者
人
口
が
前
年
か
ら
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
こ
と
も
、『
若
者
の
定
住

と
子
育
て
支
援
』、こ
の
柱
の
ひ
と
つ

広報ゆうばり　2019年10月号 ２



と
し
て
行
っ
た
財
政
再
生
計
画
抜

本
的
見
直
し
の
成
果
と
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

○
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
に
つ
い
て

は
、非
常
に
残
念
な
こ
と
に
、こ
の
春

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、現

場
を
視
察
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

鎮
火
に
至
る
ま
で
の
状
況
報
告
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
検
討
す

べ
き
課
題
は
数
多
く
考
え
ら
れ
ま

す
が
、第
一の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、「
窒

息
消
火
を
行
う
た
め
坑
道
内
に
注

入
し
た
水
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す

る
か
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ
の
効

果
的
な
方
法
を
見
い
出
す
た
め
、水

質
分
析
の
ほ
か
、河
川
管
理
者
を
含

め
た
多
く
の
関
係
者
と
協
議・検
討

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、現
段

階
で
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
って
い
ま

す
。

○
今
回
の
三
者
協
議
に
お
い
て
は
、そ

う
し
た
現
在
の
状
況
、課
題
を
三
者

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、改
め
て
、

夕
張
市
の
財
政
再
生
と
地
域
再
生

の
両
立
に
向
け
、相
互
に
協
力
し
て

取
り
組
む
想
い
を
一つ
に
出
来
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなで「みんなで
Episode 16

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 宮コ
23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

齋藤和治さん撮影　1974年10月
「平和の炭鉱住宅街。夕鉄若菜駅も見えます。」

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「国、北海道及び夕張市の三者協議」の開催結果
■結果概要

全国唯一の財政再生団体である夕張市は、平成21年度に策定した財政再生計画を、
財政再建と地域再生の両立を図るべく、抜本的な見直しを平成28年度末に行いました。
今年度の三者協議は、その際、新たに計画へ登載した事業の進捗と成果の確認を行っ
たものです。
また、夕張市の交流人口を支える柱の一つであり、昨年度リニューアルオープンした石
炭博物館の模擬坑道が今春火災に見舞われたことから、これまでの経過と、今後検討し
ていかなければならない課題について三者で共有いたしました。
模擬坑道については、今回の協議を踏まえ、引き続き三者の連携を密にしたうえで、
対応していくことを確認いたしました。

■協議項目
１　抜本的見直し以降の財政再生計画登載事業の進捗と成果の報告
　　①事業全体
　　②個別事業（拠点複合施設建設、市立診療所建替）

２　石炭博物館模擬坑道火災に係る状況及び今後の課題
　　①鎮火までの対応及び経過報告
　　②今後検討していかなければならない課題

【問合せ先】市財政係　☎52－3122
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総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
令

和
元
年
度
第
３
次
（
９
月
）
〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
変
更

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更（  　

  

）と

　
　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
内
容

令
和
元
年
度

第

３

次

歳　

入

歳　

出

■
一
般
会
計

◆
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
子
ど
も

の一
時
預
か
り
利
用
料
、戸
籍
情
報
シ

ス
テ
ム
整
備
、被
保
護
者
健
康
管
理
支

援
事
業
に
係
る
デ
ー
タ
収
集
及
び
分

析
、幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
障
害

者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
、市
営
住
宅
の

除
却
事
業
、予
防
接
種
健
康
被
害
者
へ

の
給
付
、林
道
旭
線
の
橋
梁
補
修
、及

び
本
市
が
管
理
す
る
道
営
住
宅
の
修

繕
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
道
支
出

金
収
入
の
増
、合
併
浄
化
槽
転
換
工

事
の
延
期
に
よ
る
減
収
分
、及
び
本
町

６
丁
目
の
市
営
住
宅
給
水
管
補
修
工

事
の
前
倒
し
実
施
に
よ
る
国
道
支
出

金
増
収
分
の
合
計

計
画
変
更
額　

2
8
、1
9
9
千
円

◆
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
増

計
画
変
更
額　
８
、2
3
5
千
円

◆「
財
政
調
整
基
金
」か
ら
の
繰
入
金

の
増

計
画
変
更
額　

1
9
8
、3
8
7
千
円

◆
合
併
浄
化
槽
転
換
工
事
の
延
期
に

よ
る
公
営
住
宅
建
設
事
業
債
の
減
額

分計
画
変
更
額　
▲
3
3
、5
0
0
千
円

◆
夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
収
入
の

増
計
画
変
更
額　

1
、0
2
5
千
円

◆
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、５
年

以
内
に
戸
籍
事
務
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、導
入

に
向
け
て
法
務
局
か
ら
提
出
を
求
め

ら
れ
て
い
る
、戸
籍
に
使
用
さ
れ
る
文

字
情
報
を
収
集
す
る
経
費
の
増（
国

庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

5
5
0
千
円

◆
本
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児

教
育
無
償
化
に
伴
い
、児
童
発
達
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
分
が
無
償
と
な

る
た
め
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

払
等
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を

行
う
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
を
充

支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

2
5
、2
9
6
千
円

◆
老
朽
化
し
空
き
住
戸
と
な
っ
て
い

る
、清
陵
３
区
の
市
営
住
宅
の
除
却
を

行
う
経
費
の
増（
国
庫
支
出
金
を
充

当
）計画

変
更
額　

3
5
、9
8
1
千
円

◆
浄
化
槽
法
の一
部
改
正
に
よ
り
、今

後
、補
助
金
制
度
の
創
設
が
期
待
で
き

る
た
め
、今
年
度
実
施
予
定
の
合
併
浄

化
槽
へ
の
転
換
工
事
を
、次
年
度
以
降

に
延
期
す
る
こ
と
に
よ
る
経
費
の
減
額

分
、お
よ
び
次
年
度
に
行
う
、本
町
６

丁
目
の
市
営
住
宅
の
老
朽
化
し
た
給

水
管
補
修
工
事
を
、前
倒
し
し
て
今
年

度
実
施
す
る
た
め
の
経
費
の
増
額
分

（
国
庫
支
出
金
及
び
地
方
債
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
▲
6
6
、9
4
6
千
円

◆
幸
福
の
黄
色
いハン
カ
チ
基
金
への
寄

附
金
積
立
に
よ
る
増（
夕
張
ま
ち
づ
く

り
寄
附
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金
を
充

当
）

計
画
変
更
額　
１
、0
2
5
千
円

◆
特
定
団
体
へ
の
指
定
寄
附
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、指
定
に
基
づ
き
助
成
を
行

う
た
め
の
経
費
の
増（「
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
繰
入
金
を
充

当
）

計
画
変
更
額　
１
、2
4
9
千
円

◆
本
市
も
構
成
員
で
あ
る
、炭
鉄
港

推
進
協
議
会
に
お
い
て
、各
市
町
が
拠

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
負
担
金
に
係
る

経
費
の
増

当
）

計
画
変
更
額　

9
2
7
千
円

◆
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
い
新
設
さ

れ
る
施
設
等
利
用
給
付
費
に
よ
り
、

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
利
用
料
が
無

償
と
な
る
た
め
、自
己
負
担
さ
れ
た
方

へ
償
還
払
い
を
行
う
経
費
の
増（
国
道

支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

1
2
5
千
円

◆
令
和
３
年
１
月
か
ら
必
須
事
業
と

な
る
被
保
護
者
健
康
管
理
支
援
事
業

の
準
備
と
し
て
、対
象
者
の
デ
ー
タ
収

集
お
よ
び
分
析
を
行
う
経
費
の
増

（
国
庫
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
２
、7
5
0
千
円

◆
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、予
防
接

種
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
に

支
払
う
給
付
金
が
、同
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
本
年
４
月
分
か
ら
増
額

と
な
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
経
費
の
増

（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

40
千
円

◆
昨
年
度
に
補
修
工
事
の
設
計
を
行

っ
た
林
道
旭
線
の
二
号
橋
、三
号
橋
及

び
四
号
橋
に
つ
い
て
、河
川
管
理
者
と

の
協
議
に
基
づ
き
補
修
工
事
を
行
う

経
費
の
増（
道
支
出
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

2
7
、8
4
0
千
円

◆
本
市
が
北
海
道
と
締
結
し
た
協
定

書
に
基
づ
き
管
理
す
る
道
営
住
宅
に

お
い
て
、道
の
負
担
金
が
増
額
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、入
居
者
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
補
修
工
事
を
行
う
経
費
の
増（
道

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

1
0
0
千
円

◆
令
和
２
〜
６
年
度
に
お
け
る
、次
期

夕
張
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の
経
費
の

増（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

か
ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
４
、9
5
0
千
円

◆
各
種
制
度
の
改
正
な
ど
に
伴
い
、平

成
29
年
度
に
作
成
し
た
子
育
て
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
改
定
す
る
経
費
の
増（「
幸

福
の
黄
色
いハ
ン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
繰

入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　

4
6
2
千
円

◆
夕
張
中
学
校
の
バッ
ク
ネ
ッ
ト
が
経

年
劣
化
に
よ
り
倒
壊
す
る
危
険
性
が

あ
る
た
め
、こ
れ
を
撤
去
し
新
た
に
設

置
す
る
た
め
の
設
計
委
託
経
費
の
増

（「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か

ら
の
繰
入
金
を
充
当
）

計
画
変
更
額　
１
、4
7
4
千
円

◆
メ
ロ
ン
生
産
に
従
事
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
名
の
募
集
お
よ
び
採
用

を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
１
、9
5
1
千
円

◆
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
解
消
の一

環
と
し
て
、預
貯
金
照
会
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
悪
質
滞
納
者
の
資
産
調
査
を

行
う
た
め
、国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
へ
繰
出
を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

40
千
円

◆
総
務
省
か
ら
通
知
さ
れ
る
、一
般
会
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特
別
会
計
の

　
主
な
補
正
の
内
容
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

●
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、悪
質

滞
納
者
の
資
産
調
査
を
行
う
た
め
活

用
す
る
預
貯
金
照
会
サ
ー
ビ
ス
利
用

手
数
料
に
係
る一般
会
計
繰
入
金
の
増

介
護
保
険
事
業
会
計

●
介
護
給
付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事

業
費
に
係
る
国
道
支
出
金
お
よ
び
基

金
交
付
金
の
確
定
に
伴
い
発
生
し
た

過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の
増
、お
よ
び

財
源
に
充
当
す
る
た
め
介
護
給
付
費

準
備
基
金
を
取
り
崩
す
分
の
減

水
道
事
業
会
計

●
上
水
道
の
高
料
金
対
策
に
要
す
る
、

国
の
繰
出
基
準
を
満
た
し
た
こ
と
に
よ

る
他
会
計
補
助
金
の
増

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

予算の補正を行った会計と補正予算額
令和元年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計の予算の補正を
行うとともに、特別会計について予算の補正を行いました。

会　　計　　名 補正前の予算額 9月の補正予算額 補正後予算額
一 般 会 計 10,923,689 202,346 11,126,035
国民健康保険事業会計 1,352,902 40 1,352,942
介 護 保 険 事 業 会 計 1,749,859 17,355 1,767,214

（単位：千円）

計
か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の
繰
出
基

準
の
う
ち
、上
水
道
の
高
料
金
対
策
に

要
す
る
分
に
つ
い
て
、水
道
会
計
の
資

本
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
繰
出

基
準
を
満
た
し
た
た
め
、水
道
事
業
会

計
へ
繰
出
を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

7
3
、9
2
5
千
円

◆
集
団
検
診
お
よ
び
特
定
検
診
実
施

後
、10
月
以
降
に
保
健
指
導
が
本
格

化
す
る
た
め
、保
健
師
１
名
を
臨
時
雇

用
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

6
7
9
千
円

◆
本
市
葬
斎
苑
の
屋
根
お
よ
び
煙
突

に
、経
年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
発
生

し
て
お
り
、漏
電
の
危
険
が
あ
る
た
め

補
修
を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
５
、0
0
0
千
円

◆
真
谷
地
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
車

庫
の
内
外
壁
お
よ
び
倉
庫
が
破
損
し

て
い
る
た
め
、補
修
を
行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
１
、5
9
5
千
円

◆
昨
年
度
の
大
雪
お
よ
び
本
年
５
月

の
強
風
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
、市
営

住
宅
の
屋
根
な
ど
を
補
修
す
る
経
費

の
増計

画
変
更
額　

2
2
、2
9
1
千
円

◆
消
防
庁
舎
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

バ
ー
の
Ｏ
Ｓ
が
旧
式
の
た
め
、来
年
１
月

に
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
サ
ー
バ
ー
な

ど
を
更
新
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

4
4
4
千
円

◆
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
火
災
時

に
、他
自
治
体
の
広
域
消
防
応
援
隊
が

本
市
で
調
達
し
た
物
品
の
費
用
を
、広

域
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
本

市
が
負
担
す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

2
0
4
千
円

◆
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
火
災
時

に
、坑
道
内
に
注
水
す
る
た
め
、北
海

道
開
発
局
か
ら
借
り
受
け
た
排
水
ポ

ン
プ
車
の
搬
送
費
用
を
本
市
が
負
担

す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

61
千
円

◆
拠
点
複
合
施
設
へ
の
教
育
委
員
会

移
転
に
伴
い
、文
書
整
理
な
ど
の
移
転

準
備
作
業
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
を

雇
用
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

6
7
2
千
円

◆
在
任
す
る
外
国
語
指
導
助
手
が
退

職
す
る
こ
と
と
な
り
、新
た
な
指
導
助

手
を
任
用
す
る
た
め
の
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

4
1
5
千
円

◆
本
市
小・中
学
校
に
設
置
し
て
い
る

教
職
員
用
の
パソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
が
旧
式
の

た
め
、来
年
１
月
に
サ
ポ
ー
ト
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の

た
め
パソ
コ
ン
を
更
新
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

1
1
、3
7
1
千
円

◆
拠
点
複
合
施
設
へ
の
図
書
コ
ー
ナ
ー

移
転
に
伴
い
、２
万
冊
を
超
え
る
図
書

の
運
搬
を
委
託
す
る
経
費
の
増

計
画
変
更
額　

8
4
6
千
円

◆
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
火
災
に
お

い
て
、消
火
活
動
の
た
め
穴
を
開
け
た

天
龍
坑
の
密
閉
作
業
、お
よ
び
シ
ホ
ロ

カ
ベツ
川
か
ら
取
水
し
た
際
に
変
形
し

た
転
落
防
止
柵
の
現
状
復
旧
工
事
を

行
う
経
費
の
増

計
画
変
更
額　
１
、3
3
6
千
円

◆
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
、ボ
イ

ラ
ー
設
備
の一
部
で
あ
る
自
動
軟
水
器

が
故
障
し
た
た
め
補
修
を
行
う
経
費

の
増

計
画
変
更
額　

5
4
2
千
円

◆
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
火
災
に
お

い
て
、他
自
治
体
の
広
域
消
防
応
援
隊

の
休
憩
お
よ
び
宿
泊
場
所
に
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、当
該
施
設
の
光
熱
水
費
お
よ
び
人

件
費
が
新
た
に
発
生
し
た
た
め
、管
理

委
託
費
用
の
増
額
分
に
あ
た
る
経
費

の
増

計
画
変
更
額　

3
4
6
千
円

◆
昨
年
度
の
大
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た

夕
張
市
営
球
場
に
隣
接
す
る
収
納
小

屋
を
、危
険
防
止
の
た
め
解
体
す
る
経

費
の
増

計
画
変
更
額　

5
5
9
千
円

◆
地
域
居
住
機
能
再
生
推
進
事
業
費

補
助
金
、障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

負
担
金
、障
害
児
入
所
給
付
費
等
負

担
金
、障
害
者
医
療
費
負
担
金
、生
活

保
護
費
負
担
金
、生
活
困
窮
者
自
立

相
談
支
援
事
業
費
等
負
担
金
、生
活

困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
費
等
補

助
金
、児
童
手
当
負
担
金
、お
よ
び
子

ど
も・子
育
て
支
援
交
付
金
に
係
る
国

道
支
出
金
の
確
定
に
伴
い
発
生
し
た
、

過
年
度
過
誤
納
還
付
金
の
増

計
画
変
更
額　

4
1
、3
7
6
千
円

◆
石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
火
災
に
お

い
て
、鎮
火
ま
で
の
緊
急
的
経
費
と
し

て
予
備
費
を
充
用
し
た
が
、今
後
の
想

定
外
の
支
出
に
対
応
で
き
る
よ
う
、火

災
で
執
行
し
た
分
の
予
備
費
の
増

計
画
変
更
額　
２
、8
7
0
千
円

※他に、水道事業会計における収益的収入（73,925千円）の増
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平成30年度各会計の決算状況

●一般会計

●特別会計

●平成30年度末将来負担等の状況

広報ゆうばり７月号で各会計の決算見込みをお知らせしたところですが、9月議会で「平成30年度各会計決算」が認
定されました。平成30年度は、一般会計において、歳入増加に向けた取り組みにより市税や寄附金などの歳入増、各
事業における節約などの歳出節減により、実質収支約８千５百万円の黒字となりました。これは、市民の皆さんのご理
解、さまざまなご協力やご支援によるものであり、引き続き市民の皆さんの安全・安心を守るため、山積する諸課題に適
切に取り組んで参ります。特別会計においても、すべての会計で収支均衡または黒字となり、今後も適正な運営を図っ
て参ります。
各会計の決算状況は次のとおりです。 【問合せ先】市財政係　☎ 52－3122

科　　目 決　算　額 参考（平成29年度決算）
市税 9億2,830万円 9億1,441万円
地方譲与税・交付金 2億4,090万円 2億4,022万円
地方交付税 47億7,425万円 49億4,623万円
負担金 4,384万円 3,942万円
使用料・手数料 5億3,756万円 5億5,453万円
国・道支出金 17億4,511万円 20億4,594万円
財産収入 7,078万円 8,893万円
寄附金・繰入金 8億8,059万円 7億5,510万円
繰越金 2億8,529万円 9億  223万円
諸収入 8億3,303万円 7,454万円
市債 9億6,878万円 10億5,788万円

合　　　計 113億 843万円 116億1,943万円

歳　　　　入
科　　目 決　算　額 参考（平成29年度決算）

議会費 5,010万円 5,089万円
総務費 26億1,126万円 23億3,308万円
民生費 22億7,811万円 23億4,014万円
衛生費 5億6,782万円 5億6,789万円
農林業費 1億2,005万円 1億4,178万円
商工費 4,485万円 2,928万円
土木費 12億5,102万円 12億5,147万円
消防費 5億4,698万円 3億8,644万円
教育費 2億8,806万円 8億8,143万円
公債費 33億9,764万円 33億1,462万円
諸支出金 6,163万円 3,712万円

合　　　計
573万円 0万円

歳　　　　出

災害復旧費
112億2,325万円 113億3,414万円

歳入－歳出 A 8,518万円
繰越明許費繰越額 B 8万円
実質収支額 A－B 8,510万円
単年度収支額 △2億     19万円

収支の状況

・繰越明許費繰越額～年度内に事業の完了が見込まれなかったため、翌年度に予算を繰り越して執行する事業の財源の一部とするもの
・実質収支～（歳入－歳出）から翌年度に繰り越す財源を除いた決算額
・単年度収支～当該年度における実質収支の増減額を示すもの(当該年度実質収支－前年度実質収支）　※平成29年度実質収支　2億8529万円

会　計　名
国民健康保険事業会計
市場事業会計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
後期高齢者医療事業会計

歳　　入
14億1,157万円

114万円
2億4,223万円
17億4,354万円
2億1,547万円

歳　　出
13億1,542万円

114万円
2億4,223万円
16億9,148万円
2億1,330万円

収　　支
9,615万円

0万円
0万円

5,206万円
217万円

注）水道事業会計除く。

注）水道事業会計除く。
・債務負担　～　将来にわたり支出する義務を有するもの
・市債元金　～　事業等実施するために借入れたもの（再生振替特例債192億1,947万円を含む）
・基　　金　～　特定の目的のために、資金を積立・運用するもの

（平成29年度末残～△291億4,271万円）
対前年減少額～34億3,653万円

会　計　名
一般会計
国民健康保険事業会計
市場事業会計
公共下水道事業会計
介護保険事業会計
後期高齢者医療事業会計

合　　　計

実質収支
8,510万円
9,615万円

0万円
0万円

5,206万円
217万円

2億3,548万円

債務負担残高
△10億2,056万円

△1,370万円
0万円
0万円

△634万円
△523万円

△10億4,583万円

市債元金残高
△312億2,630万円

0万円
0万円

△7億7,725万円
△9,379万円

0万円
△320億9,734万円

基金残高
69億5,121万円
2億3,557万円

148万円
0万円

1,325万円
0万円

72億151万円

合　　計
△252億1,055万円

3億1,802万円
148万円

△7億7,725万円
△3,482万円
△306万円

△257億618万円
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平成30年度健全化判断比率等について

～

≪参考：健全化判断比率 前年度対比≫　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）

※①、②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。
※③は比率算定の分母である標準財政規模の減少が主な要因です。
※④は再生振替特例債元金償還に伴う地方債の現在高の減少が主な要因です。

≪参考：資金不足比率 前年度対比≫　　　　　　　　　 （単位：％）

※いずれの会計も資金不足が生じないため「－」で表示しています。

○平成30年度健全化判断比率 （①～④） 　　　　　　 （単位：％）

※①・②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。
※④将来負担比率には財政再生基準はありません。

○平成30年度資金不足比率 （⑤） 　　 （単位：％）

※いずれの会計も資金不足が生じないため「－」で表示しています。

問合せ先
市財政係　☎ 52－3122

平成21年４月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成30年度決算に基づく健全化判断比率と
公営企業ごとの資金不足比率を算定しましたのでお知らせします。
実質赤字比率、連結実質赤字比率は前年度同様に生じない状況ですが、実質公債費比率については財政再生基準を超えており、財政
再生計画に基づいて着実に財政運営を進めていかなければなりません。
公営企業全会計についても前年度同様に、黒字決算もしくは収支均衡となり資金不足比率が生じない状況となりました。

比率の説明 これらの比率は、全国統一的なルールに基づき算定していますが、専門的な用語や複雑な算式も含ま
れていることから、ここではその概略について説明します。

比　率　名 夕 張 市 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 － 15.00 20.00 
②連結実質赤字比率 － 20.00 30.00 
③実質公債費比率 71.8 25.0 35.0 
④将来負担比率

会　計　名 夕 張 市 経営健全化基準
市場事業会計 －
公共下水道事業会計 －
水道事業会計 －

440.2 350.0 －

20.0 

（標準財政規模に対する一般会計の赤字額の割合）
⇒この比率が高くなるほど赤字の額が大きく、解消が難しくなるため、より多くの歳出削減策や歳入増加対策を講じるとともに、
解消期間も長期に渡る可能性が高くなるなど、深刻な事態になっていることになります。

① 実 質 赤 字 比 率

（標準財政規模に対する全会計の赤字額の割合）
⇒すべての会計の赤字額や黒字額を合算し、まち全体の赤字の程度を指標化したもの。平成 30 年度は全ての会計で黒字若しくは収
支均衡となっています。

② 連結実質赤字比率

（標準財政規模に対する公債費等の支出の割合）
⇒公債費や公債費に準ずる経費は削減や先送りが難しく、一度この経費が増大すると短期間で削減することが困難になります。そ
のため、この比率が高まるほど財政の弾力性が低下し、他の経費を削減しないと予算を組むことが難しくなるなど、資金繰りの
危険度を示す指標です。

③ 実質公債費比率

（標準財政規模に対する将来負担すべき額の割合）
⇒赤字額や地方債、債務負担行為など現時点で想定される将来の負担（残高）を指標化したもの。この比率が高い場合、今後の財
政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高くなります。

④ 将 来 負 担 比 率

（事業規模である料金収入に対する資金不足額の割合）
⇒この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消することが難しくなり、公営企業として経営に問題があることになります。
ただし、将来の料金収入などで解消することが予定されている資金不足については、計算上、差し引くこととしているため、資
金不足額イコール赤字額とはなりません。

・地方公共団体の標準的な状態で通常収入されると見込まれる一般財源（市税や普通交付税など）の規模を示すもの。（人口や面積、
産業構造などにより各自治体ごとに異なりますが、統一ルールにより算出されます）
　⇒平成 30 年度 4,470,396 千円（平成 29 年度 4,527,509 千円）

本件については、市ホームペ
ージにも掲載していますので、
そちらもご覧ください。

⑤ 資 金 不 足 比 率

※ 標 準 財 政 規 模

 年　　度 ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率③実質公債費比率
平成30年度 － － 71.8
平成29年度 － － 73.5
増　　減 － － △1.7

④将来負担比率
440.2
516.2
△76.0

 年　　度 市場事業会計 公共下水道事業会計 水道事業会計
平成30年度 － － －
平成29年度 － － －
増　　減 － － －
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令和２年

３月１日（日）オープン

行政窓口は３月２日（月）より営業開始

市建築住宅係　☎52－3119

拠点複合施設

＼ オープン日が決
まりました！ ／

Ａコープ
南清水沢店

ホーマック
ニコット

セイコーマート
南清水沢店

夕張高校
ユーパロ幼稚園

南清水沢生活館

Ｎ

南清水沢郵便局
南清水沢診療所

　南清水沢に建設中の「拠点複合施設」のオープン日が
ついに来年３月１日（日）に決定しました。
　なお、移転する南支所・教育委員会でのお手続きなどは
翌２日（月）より拠点複合施設で行えます。

　将来にわたり愛着をもって施設を利用していた
だくため、これまでの検討経過を踏まえながら、施
設の使い方などのルールやマナーを、市民の皆さ
んとともに考えます。
　魅力ある施設づくりのため、今行われている事
業の充実や新たな事業の可能性なども検討してい
く予定です。
　検討状況は随時報告していく予定です。

問合せ先

施設の管理運営を皆さんとともに考える

問合せ先　市教育係　☎52－3166

市民検討委員会を設置しました
【おしらせ】
図書コーナーを閉館します

11月３日（日）より

　拠点複合施設への移転作業のため、現
在の図書コーナー（保健福祉センター内）
は11月２日（土）をもって閉館します。
　本の返却は、保健福祉センター玄関前
の黄色のブックポストへ12月末日までに
お願いします。
　南支所の図書については今まで通りご
利用いただけます。
　市民の皆さんにはご迷惑をおかけしま
すがご了承願います。
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　令和元年５月10日に子ども・子育て支援法の一部を改正する法律が成立し、令和元年
10月１日から幼児教育・保育の無償化が始まりました。

【対象児童】
●３歳から５歳の全ての子どもたちの利用料が無償になります。
●０歳から２歳の非課税世帯に係る利用料が無償になります。
【対象期間】
満３歳になった後の最初の４月１日から小学校入学前までの３年間です。
【副食費について】
・３歳から５歳児に係る副食費については、市の独自の取組として無償とします。
≪既に入園されている場合は、特に手続きは必要ありません。≫

幼児教育・保育の無償化について

《幼児教育・保育の無償化に関する問い合わせ先》
市教育課子ども・子育て支援係　☎52－3168

①市内認可保育所を利用している方

●３歳から５歳の子どもたちの利用料が無償になります。（最大月額3.7万円まで）
●０歳から２歳の非課税世帯に係る利用料が無償になります。（最大月額4.2万円まで）
【対象となる施設】
沼ノ沢保育園
≪施設等利用給付を受けるためには、「保育の必要性の認定」の手続きが必要です。詳しく
は下記（市教育課子ども・子育て支援係）までお問い合わせください。》

③一時預かり保育の利用について（施設等利用給付）

詳しくは、こじか保育園（☎57－7660）までお問い合わせください。

④こじか保育園（企業主導型保育所）を利用している方

【対象児童】
●３歳から５歳の全ての子どもたちの利用料が無償になります。
【対象期間】
満３歳（３歳になった日）から小学校入学前までです。
≪既に入園されている場合は、特に手続きは必要ありません。≫

②ユーパロ幼稚園を利用している方
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2019年度夕張中学校ＰＴＡ第２回

清水沢・清陵町・宮前町・清栄町・南清水沢１～４丁目・南部地区・沼ノ沢

日時：10月６日（日）
時間：午前９時までに出してください。

◎提供していただきたい資源物

◎回収方法について

資源物回収

紙類（ひもなどでまとめてください）
   新聞紙・段ボール・牛乳パック・雑誌類
缶類（中はすすいでください）
   アルミ缶、スチール缶（それぞれ分別してください）
瓶類（中はすすいでください）
   ビール瓶・一升瓶（ラックに入る定型のもの）
※色付きの瓶（焼酎やワインの瓶）は回収できません
その他
   アルミ製品（車のホイール、アルミサッシなど）
       ※ペットボトルは回収できません。

＜清水沢・清陵町・宮前町・清栄町・南清水沢・沼ノ沢＞
　ゴミステーションか道路端の見えやすいところにまとめておいてください。
＜南部地区＞
　旧幌南中学校校門前、スポートピア駐車場、南大夕張郵便局前にお持ちくださ
い。

※上記の地区以外の方で提供していただける場合は、夕張中学校まで直接お持ち
ください。（資源回収庫があります）

※当日、生徒へのお菓子などの差し入れは大変ありがたいのですが、ＰＴＡ活動の
取り組みの一つですのでご遠慮いただきますようお願いします。

※枠内のもののみ回収可能です。それ以外のものは提供しないよう、
ご協力ください。

その他、不明な点がありましたら学校(☎59－7340)までご連絡ください。
皆さんのご協力をお願いします。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～交通事故など、第三者の行為により
　　　　　　　　　　　　けがや病気になったときは？～

■ 第三者の行為とは？
○交通事故
○他人の飼い犬にかまれた
○購入食品や飲食店などでの食中毒
○暴力行為　　など

○第三者行為による被害届（市区町村の窓口にあります。）
○被保険者証
○被保険者の印鑑
○事故証明書（後日でも可）など
※詳しくは市区町村の窓口へご確認ください。

　交通事故（自動車事故や自転車事故など）や飲食店などでの食中毒など、第三者（加害者）の行為によ
ってけがや病気になったとき、本来、治療費は加害者が全額負担するのが原則ですが、被保険者証を使
って治療することができます。治療費のうち後期高齢者医療制度の負担分については、後期高齢者医療
制度が一時的に立て替えて、後日、加害者に請求することになります。

　医療機関に対して第三者行為によるけがなどにより、保険証を使用して治療を受ける旨をしっかり
と伝えましょう。

◆ 必ず医療機関に伝えましょう

　交通事故のときは、けがの程度が軽くても必ず警察に届出し、人身事故として事故証明書を出して
もらいましょう。

◆ 警察に届け出ましょう

　法令により、速やかに後期高齢者医療広域連合に届出をすることが義務付けられていますので、必
ず市区町村の窓口へ第三者行為による被害届の申請をしてください。

◆ 市区町村の窓口にも必ず申請しましょう

【申請に必要なもの】

問合せ先

夕張市役所
市健康保険係
☎52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
☎011－290ー5601
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スイッチOTC薬って知ってる？

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

夕張市国保の薬剤料（令和元年５月診療分）

薬剤料自己負担相当額

最大効果額

０万円 50万円 100万円 150万円 200万円 250万円 300万円 350万円

夕張市負担分 自己負担分

効果額合計152万円
112万円 40万円

308万円

夕張市の国民健康保険の平成30年度の医療費は9億円。薬剤料の占める割合も高水準です。皆
さんがジェネリック医薬品を選択すると、窓口で支払う自己負担が節約できるだけでなく、医療費
の節約にもつながります。その結果、北海道が支出する医療費も節約できるため、皆さんからいただ
く保険料の増加をおさえることにもつながります。

★安心できる医療保険制度を継続するために

特許期間が切れていない新薬にジェネリック医薬品はありません。また、症状や病状などにより
新薬が適切だと医師が判断した場合も変更できません。医療機関で相談しましょう。
差額通知の送付を希望しない方は、健康保険係まで連絡してください。

★すべての薬をジェネリック医薬品にはできません

薬局やドラックストアなどで買える薬のことを「OTC医薬品」とい
います。その中でも、かつては医師の処方でしか使えなかった成分
を一般用に切替えたものが「スイッチOTC医薬品」です。副作用を防
ぐため、使用する前、薬剤師に相談する必要がありますが、医療機関
を受診する手間が省けます。

★スイッチOTC薬を活用しよう

「セルフメディケーション税制」の施行により、市販薬のうち、医療用から転用された特定成分を
含むスイッチOTC医薬品を、年間12,000円を越えて購入した場合、12,000円を超えた分の金額（上
限金額88,000円）について所得控除を受けることができます。
※ただし、医療費控除制度とセルフメディケーション税制を同時に利用することはできません。

★所得控除が受けられる

令和元年５月にかかった医療費の
うち薬剤料は308万円でした。
ジェネリック医薬品に切替えるこ
とができる医薬品を使用した場合、
最大152万円を削減することができ
ます。
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■国保のお話 vol.17
国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受け

られるよう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。
皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取組みにつ
いて、少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズでお知ら
せします。

ジェネリック医薬品のお知らせ　～差額通知を送付します～

夕張市では、医療費の削減、被保険者の自己負担額を軽減することを目的として、差額通知
を送付しています。差額通知は、処方された薬をジェネリック医薬品に切替えた場合、どのくら
い窓口負担額が削減できるかお知らせしています。

医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）の2種類
があります。新たに開発された新薬は、一定期間、独占的に製造、販売ができるよう特許により守ら
れています。この特許期間が切れた後に、新薬と同じ有効成分・効用でつくられる後発薬がジェネ
リック医薬品です。

ジェネリックに医薬品に切替えた場合の差額

ジェネリック医薬品に切替えた場合の差額

★ジェネリック医薬品って何？？

新薬の製造には数十年の長い開発期間と数百億円以上もの開発費用がかかります。しかし、ジ
ェネリック医薬品は２～４年で開発・製造することができ、開発費用も少ないため、安価に販売する
ことができるのです。

★どうして安いの？？

ジェネリック医薬品の有効成分の安全性は、20～25年におよぶ新薬の特許期間中に確立されて
います。医薬品医療機器等法により、新薬と同じ品質を保つことが義務づけられており、さらに厳
しい品質再評価試験済みなので、安心して使うことができます。製品によっては、大きさや味などが
工夫され、新薬より改善されているものもあります。

★安全性は新薬と同じです。
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

楽
天
社
員
×
夕
張
高
生

「
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｉ
Ｔ

　
　
　
　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

　

Ｉ
Ｔ
大
手
の
楽
天
株
式
会
社
が
行
う「
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｉ
Ｔ 

Ｓｃ
ｈｏｏ
ｌ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

に
夕
張
高
校
生
が
７
名
参
加
し
ま
し
た
。国

内
の
10
の
高
校
で
実
施
さ
れ
、北
海
道
で
は

夕
張
高
校
生
の
み
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｉ
Ｔ 

Ｓｃ
ｈｏｏ
ｌ 
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
」は
、次
世
代
を
担
う
高
校
生
が
楽
天

社
員
や
地
域
の
方
と
と
も
に
、地
域
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
な
が

ら
、2
0
3
0
年
の
未
来
を
作
る
ア
イ
デ
ア

を
立
案
し
ま
す
。立
案
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、12

月
に
東
京
で
行
わ
れ
る
成
果
発
表
会
で
発
表

す
る
予
定
で
す
。

　

８
月
９
日
〜
11
日
に
キ
セ
キ
ノ
で
実
施
さ

れ
、「
2
0
3
0
年
の
幸
せ
」を
テ
ー
マ
と
し

て
、夕
張
市
の
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
を
立
案
し
ま
し
た
。成
果
発
表
会
ま
で

に
ア
イ
デ
ア
を
深
め
て
い
き
ま
す
！

遠
隔
授
業
に
お
け
る
対
面
授
業
実
施

　

８
月
29
日
、３・４
校
時
に
北
海
道
有
朋
高

等
学
校
の
小
林
雅
澄
先
生
が
来
校
し
、１
学

年
の
書
道
Ⅰ
の
対
面
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。今
回
は
、普
段
使
用
し
て
い
る
半
紙
よ
り

も
大
き
な
用
紙
に『
蘭
亭
序
』を
練
習
し
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
普
段
以
上
に
集
中
し
、先

生
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら

授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

第
２
回　

南
清
水
沢
ふ
れ
あ
い
祭

　

８
月
24
日
、吹
奏
楽
部
が
今
年
も
依
頼
を

い
た
だ
い
て
南
清
水
沢
ふ
れ
あ
い
祭
に
参
加
し

ま
し
た
。予
報
で
は
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
、実

施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
て
大
勢
の
お
客
様
の
前
で
伸
び
伸
び

と
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
む
４
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。

　

演
奏
後
に
は
部
員
が
９
月
14
日
の
第
21
回

定
期
演
奏
会
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
回
り
、興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
方
も
多
く
い
ま
し
た
。今
後
、

部
員
は
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
さ
ら
な
る
練

習
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

陸
上
競
技
部
全
道
大
会
出
場
！

　

８
月
24
日
に
、第
12
回
空
知
北
海
道
高
等

学
校
体
育
連
盟
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
兼
第
35
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

大
会
空
知
支
部
予
選
会
が
行
わ
れ
、男
子

4
0
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、男
子
ハ
ン
マ
ー
投

げ
な
ど
の
種
目
に
よ
り
、４
名
が
全
道
大
会

進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。今
後
も
更
な
る
記

録
向
上
を
目
指
し
て
練
習
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。
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夕
張
高
校
に
入
っ
て
み
て

陸
上
部
に
入
っ
た
き
っ
か
け

　

今
回
紹
介
す
る
栃
木
さ
ん
は
、夕
張
高
校
陸
上
部
で

4
0
0ｍ
ハ
ー
ド
ル
と
い
う
競
技
種
目
で
、今
年
は
全
道

大
会
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
栃
木
さ
ん
の
挑
戦
す
る
姿
に
迫
り
ま
す
。　

　

入
学
し
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
？

　

夕
張
高
校
は一
学
年
の
人
数
が
少
な
い
ぶ
ん
、先
生

か
ら
よ
り
丁
寧
に
授
業
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
親
身
に
な
っ
て
教
え
て
い
た
だ

け
る
の
で
、不
安
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
数
は
大
き
な
学
校
に
比
べ
て
少
な
い
け
ど
、

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
る
の
は
、都
市
部
の
高
校
に

は
な
い
魅
力
の
一つ
だ
よ
ね
。

　　

夕
張
高
校
に
入
っ
て
み
て
良
か
っ
た
こ
と
っ
て
あ

る
？

栃 記記

栃栃栃栃

栃 記栃 記記

記記記記

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と

　

栃
木
さ
ん
は
、将
来
の
夢
や
今
後
挑
戦
し
て
み

た
い
こ
と
は
あ
る
の
？

　

親
が
自
動
車
整
備
の
仕
事
を
し
て
い
て
、自
分

も
将
来
は
そ
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

将
来
の
夢
が
定
ま
っ
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い

ね
！　

そ
の
仕
事
に
向
け
て
今
は
何
か
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
？

　

自
動
車
整
備
の
関
係
す
る
資
料
を
集
め
た
り
、

資
格
が
取
れ
る
専
門
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

着
々
と
将
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ

ね
！　

夢
が
叶
う
こ
と
を
記
者
も
願
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
う
し
て
夕
張
高
校
か
ら
陸
上
に
挑
戦
し
よ
う

と
思
っ
た
の
？

　

き
っ
か
け
は
顧
問
だ
っ
た
先
生
の
誘
い
が
あ
り
、身

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、挑
戦
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
な
ん
だ
ね
。陸
上
の
数
あ
る
種
目
の
中
で
、

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
と
い
う
競
技
を
選
ん
だ
の
は
、何

か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
？

　

は
じ
め
は
１
１
０ｍ
ハ
ー
ド
ル
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、１
１
０ｍ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
め
な
ん
で
す
。そ
こ
で
顧

問
の
先
生
か
ら
、４
０
０ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
ほ
う
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、転
向
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

種
目
の
転
向
っ
て
す
ご
く
難
し
い
決
断
だ
っ
た
と

思
う
け
ど
、す
ぐ
に
全
道
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
ん

だ
ね
！

　

４
０
０
ｍ
っ
て
苦
し
い
種
目
だ
と
思
う
け
ど
、ト
レ

ー
ニ
ン
グ
は
大
変
？

　

練
習
は
大
変
で
す
が
、良
い
結
果
に
つ
な
が
る
に
は

地
道
な
努
力
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、全
道
大
会
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
！

　

良
い
結
果
が
出
る
と
い
い
ね
！

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
二
十
二
号

夕張高校陸上部で自らの限界に挑戦！
挑戦の中で得られたものとは

　
テ
ス
ト
終
了
後
の
疲
れ
て
い
る

と
こ
ろ
取
材
を
受
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！
部
活
も
将
来
に
向
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。このQRコードからアクセス！

栃木　翔海さん

　

夕
張
小
、夕
張
中
と
過
ご
し
て
き
て
、仲
の
良
い
友

達
と一
緒
に
学
校
に
行
け
る
こ
と
へ
の
嬉
し
さ
は
あ
り

ま
し
た
。

　

で
も
入
学
す
る
前
は
、就
職
や
進
学
に
対
す
る
不

安
も
少
し
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。

とち ぎ しょうま
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協
力
隊
通
信
10
月
号
を
担
当
し
ま
す
、夕
張
市

教
育
委
員
会
所
属
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
藤

万
佐
子
と
中
島
大
輔
で
す
。体
育
協
会
支
援
担
当

と
し
て
、ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、私
た
ち
が
運
営
を

担
当
し
て
い
る『
ユ
る
っ
と
ゆ
う
ば
り
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
』の
活
動
に
つ
い
て
、ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ユ
る
っ
と
ゆ
う
ば
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
年
会
費
は
3
0
0
円

＋
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
で
す
。体
育
館
を
使
用
す
る
種
目
に
つ

い
て
は
、1
回
の
参
加
費
2
0
0
円
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
に
な
っ
て
、私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
開
催
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
一
覧

※
休
館
日
は
開
催
致
し
ま
せ
ん
。　

●
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
6
時
か
ら
午
後
8
時

●
ピ
ン
ポ
ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
6
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
30
分

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
6
時
15
分
か
ら
午
後
7
時
30
分

※
こ
ち
ら
の
ク
ラ
ブ
は
体
育
館
使
用
料
不
要
で
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
使
用
す
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
無

料
で
貸
出
し
て
お
り
ま
す
。

※
雨
天
時
は
中
止
、ま
た
は
開
催
内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

●
楽
々
運
動
教
室
　

　

第
1
、3
、4
、木
曜
日　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

※
集
合
時
間
は
午
前
9
時
30
分
で
す
。

ご
不
明
点
な
ど
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

夕
張
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
動

　

10
月
以
降
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。是
非
、皆
さ
ま

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
月
に
発
行
さ
れ
る
「
広
報
ゆ
う
ば

り
」、ま
た
は
ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
10
月
5
日（
土
）

　
『
紅
葉
狩
り
in
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ハ
イ
ク
』

●
10
月
5
日（
土
）か
ら
6
日（
日
）

　
『
ゆ
う
ば
り
防
災
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
9
』

●
2
月
下
旬

　
『
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
』

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
『
ユ
る
っ
と
ゆ
う
ば
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』は
、総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
今
年
2
月
に

設
立
さ
れ
、4
月
か
ら
ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
本
格
的
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
に
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、様
々

な
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
手
探
り
状
態
で
開
催
し
続

け
た
上
で
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。2
年
間
の
活

動
の
結
果
、『
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』、『
ピ
ン
ポ
ン・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
』、『
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』、『
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』、『
楽
々

運
動
教
室
』の
定
期
開
催
の
目
途
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、多
く
の
市
民
の
方
々
に
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。活
動
の
中
で
、新

こ
れ
ま
で
の
道
筋

スポーツ文化事業を通して生まれる、地域の新たなコミュニティがある。
身も心も健康的な自分を、夕張で手に入れよう。

中島　大輔
趣味はマラソン、
ランニングシュー
ズ集め、スポーツ
観戦です。
坂の多い夕張を走
るとエネルギーの
消費が激しいです
が、風が心地よく
ておすすめです。

加藤　万佐子
趣味はスキー、天
体観望、愛犬との
ウォーキングです。
歩く習慣がある
と、季節の訪れに
いち早く気が付け
たり、市内の小さ
な発見にも繋がり
ます。

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
上
が
り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
ら
れ
た
こ
と
が
、何
よ
り
の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
　
　

  

☎
56
―
6
0
4
6

（
加
藤
・
中
島
）

地域おこし協力隊
の活動の様子は
こちらで詳しくご
覧いただけます。
●フェイスブック
　「夕張市地域お
こし協力隊」
https://www.f
acebook.com/
yubarrricity.ch
ioko/

今月号担当、夕張
市体育協会支援担
当のFacebook
ページもありま
す。『ゆうばり総合
型スポーツクラ
ブ』で検索、是非チ
ェックしてみてく
ださい。
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『高血圧治療ガイドライン2019』

日本高血圧学会が今年の４月に、５年ぶりの改定となる「高血圧治療ガイドライン2019」を発表しました。

高血圧の診断基準は従来と同じ、「診察室

血圧が、上（収縮期血圧）140以上または下

（拡張期血圧）90以上、家庭血圧では、上

135以上または下85以上（単位は㎜Hg。以

下、文中では省略）」です。

今回は、高血圧になる前の分類が改定さ

れ、診察室血圧で「119/79以下は正常血

圧」、「120～129/79以下は正常高値血圧」

となりました（表１）。正常高値血圧の人は、

将来高血圧になりやすいこと、また、血圧が

120/80を超え高くなるほど、脳卒中や心筋

梗塞、慢性腎臓病などの発症・死亡リスクも

高くなることがわかっています。

保健師　辻　弓香子

改定ポイント①【血圧分類の改定】

降圧目標とは、高血圧と診断された人が、

治療の目標とする血圧値のことで、今回の改

定で、「成人74歳以下は、診察室血圧

130/80未満」、「75歳以上は、診察室血圧

140/90未満」と従来より厳格に定められま

した（表２）。また、高血圧以外の疾病があ

る場合にも降圧目標が定められていますが、

個人の状態により医師が個別に判断しま

す。

改定ポイント②【降圧目標の改定】

血圧は一定ではなく、常に変動していますので、自分の血圧が高いかどうかを知るためには、家庭

血圧測定が必要です。日本高血圧学会では、朝起床後１時間以内（排尿後・朝食前・服薬前）と就寝前

に、座って１～２分間安静にしてから各２回測定、少なくとも５日間以上測り、朝と就寝前の各平均値

で判定することが推奨されています。

家庭血圧値が正常高値血圧115/75以上であれば、食事や運動などの生活習慣を見直すことが大

切です。また、135/85以上の高血圧の場合には、生活習慣の見直しとともに、かかりつけ医に記録し

た血圧値を持参し、相談しましょう。

次回は、高血圧を防ぐ生活習慣の改善についてお伝えします。

【家庭血圧を測りましょう】

【表１】高血圧の分類と高血圧の基準《診察室血圧》

【表2】成人の降圧目標値

Ⅲ度高血圧
（160以上／100以上）
Ⅱ度高血圧

（145－159／90－99）
Ⅰ度高血圧

（135－144／85－89）
高値血圧

（125－134／75－84）
正常高値血圧

（115－124／74以下）

正常血圧
（114／74以下）

79以下

119以下

120－129

130－139

（㎜Hg）

（㎜Hg）

140－159収
縮
期
血
圧

拡張期血圧

160－179

180以上

80－89 90－99 100－109 110以上

※（　）内は家庭血圧の基準

74歳以下

診察室血圧

130／80未満 125／75未満

140／90未満 135／85未満

家庭血圧

脳血管疾患患者

心血管疾患患者

糖尿病患者

慢性腎臓病患者（尿蛋白陽性）

抗血栓薬服用者

75歳以上

（㎜Hg）
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教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

古
本
市
の
お
知
ら
せ

美
術
協
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭

　
　
　
　
　
　

2
0
1
9

ユ
る
っ
と
ゆ
う
ば
り
ス
ポ
ー
ツ

　

  

ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

夕
張
文
化
誌
65
号

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」作
品
募
集

体
育
の
日　

体
育
施
設
の

一
部
を
無
料
開
放
し
ま
す

◆
第
62
回
夕
張
市
音
楽
発
表
会

と　

き　

10
月
12
日

　

午
前
８
時
45
分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

◆
第
26
回
ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
発
表
会

と　

き　

10
月
19
日

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　
ユ
ー
パロ
幼
稚
園

◆
第
９
回
ゆ
う
ば
り
小
学
校
学
習
発

表
会

と　

き　

10
月
26
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
10
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
体
育
館

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

絵
、書
、写
真
、押
絵
、陶
芸
、手
芸

な
ど
、文
化
祭
で
展
示
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
搬
入　

10
月
25
日

　

午
前
10
時
集
合
で
各
自
会
場
に
持

参
し
展
示
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
搬
出　

11
月
２
日

　

午
後
４
時
〜
５
時
頃
の
時
間
帯
で

各
自
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

10
月
26
日
〜
11
月
２
日

（
27
日
は
休
館
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◆
第
65
回　

美
術
協
会
公
募
展

と　

き　

10
月
14
日
〜
19
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
美
術
協
会
の
勉
強
会

　

絵
画
の
初
歩
的
な
こ
と
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
無
料
。

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
〜
11
月
中
に
２
〜
３
回

開
催
予
定

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

問
合
せ
先

美
術
協
会
事
務
局　

小
林

☎
57
―
３
６
４
３

◆
古
本
市

　

期
間
中
、次
の
場
所
に
図
書
コ
ー
ナ

ー
の
除
籍
図
書
を
並
べ
た
箱
を
設
置
し

　

次
の
体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま

す
。個
人
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
14
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

開
放
施
設　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ・ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
）ゆ
う
ば
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
№
１・

３
）、サ
ン
グ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
多
目
的
運
動
広
場
）

問
合
せ
先

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
56
―
6
0
4
6

◆
楽
々
運
動
教
室
〜
脳
が
喜
ぶ
、笑
顔

が
生
ま
れ
る
〜　

と　

き　

10
月
３
日
、17
日
、24
日

　

市
内
在
住
の
方
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
内
容　

俳
句
・
短
歌
・川
柳
、詩
・

随
筆
、掌
編
小
説
な
ど（
8
0
0
字
以

内
）、写
真
、絵
、書
、切
り
絵
な
ど
を
写

真
化
し
た
も
の

応
募
期
限　

11
月
29
日 

問
合
せ
先

文
化
協
会
事
務
局　

福
島

☎
59
―
5
0
3
8

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

※
展
示
希
望
の
方
は
、事
前
に
次
の
連

絡
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。会
場
の
都

合
上
、主
催
者
で
展
示
の
調
整
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。搬
入
搬
出
日
に
都

合
が
合
わ
な
い
場
合
は
、相
談
く
だ
さ

い
。申込・問

合
せ
先

市
教
育
係　
　
　

☎
52
―
3
1
6
6

清
水
沢
地
区
公
民
館☎

59
―
6
1
1
1

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
９
時
30
分
集
合
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

内　

容　

中
高
年
の
方
々
対
象
の
簡

単
な
脳
ト
レ
と
筋
ト
レ

持
ち
物　

運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル

料　

金　

１
回
2
0
0
円

申
込・問
合
せ
先 

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

加
藤☎

56
―
6
0
4
6

急 募 夕張市教育委員会
　　　　臨時職員の募集

●特別支援教育支援員
募集人数
業務内容
勤務時間

勤 務 先

賃 金
休 日
資 格
申込方法

１人（事前に面接があります）
支援学級における生徒の支援
午前８時～午後４時30分の内、
学校長が指定する５時間
夕張市南清水沢３丁目
夕張市立夕張中学校
時給862円
土日、祝日および中学校の長期休業期間中
必要なし
市教育係に問合せください。

申込・問合せ先　市教育係　☎52－3166

ま
す
。自
由
に
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ

①
図
書
コ
ー
ナ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

10
月
15
日
〜
11
月
２
日

※
日・月
曜
日
は
休
館

　

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

※
土
曜
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

②
南
支
所
廊
下

10
月
15
日
〜
11
月
２
日

※
日
曜
日
は
休
館

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ
先　

市
図
書
コ
ー
ナ
ー

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
56
―
6
6
0
1
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令
和
元
年
度

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
と

　
　

家
族
の
つ
ど
い

　
　
　
（
通
称「
つ
ど
い
」）

　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

『
介
護
予
防
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

 

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

と　

き　

奇
数
月
の
第
３
金
曜
日（
１

月
を
除
く
）午
後
１
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
１

階
会
議
室
お
よ
び
多
目
的
室

（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目

空
知
総
合
振
興
局
内
）

対
象
者　

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
お

よ
び
家
族

内　

容　

高
次
脳
機
能
障
が
い
と
は
、

交
通
事
故
や
脳
の
病
気
な
ど
で
脳
に

損
傷
を
受
け
た
後
、「
物
覚
え
が
悪
く

な
っ
た
」「
注
意
力
、集
中
力
が
低
下
し

た
」な
ど
の
症
状
に
よ
り
、日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
も
の

で
す
。

　

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
で
は
、高

次
脳
機
能
障
が
い
者
本
人
お
よ
び
家

族
同
士
の
交
流
を
目
的
に
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。当
所
お
よ
び
各
市
町
で
高

次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。参
加
無
料
。

申
込
方
法　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、保
健
所
ま
で
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

北
海
道
岩
見
沢

保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
者
の
方

向
け
の
講
座
で
す
。介
護
が
必
要
と
な

ら
な
い
よ
う
、専
門
の
講
師
が
軽
運
動

と
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。参
加

無
料
。動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

事
前
に
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く

　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

⑴
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
。

⑵
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
限　

令
和
２
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関　

①
中
條
医
院　

②

簗
詰
医
院　

③
南
清
水
沢
診
療
所

④
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
助
成
額　

上
限
１
、5
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費

用
を
全
額
助
成
）

自
己
負
担
金

⑴
接
種
費
用
が
３
、0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
１
、5
0
0
円

◆
車
上
狙
い
被
害
の
防
止
に
つい
て

〜
管
内
で
車
上
狙
い
の
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
〜

１　

被
害
対
象

⑴
車
内
に
バッ
グ
や
財
布
な
ど
を
置
い

た
ま
ま
の
駐
車
車
両

⑵
ド
ア
ロッ
ク
な
ど
が
さ
れ
て
い
な
い
駐

車
車
両

２　

犯
人
の
行
動

　

犯
人
は
昼
夜
を
問
わ
ず
確
実
に
車

内
の
様
子
を
確
認
し
、座
席
に
バッ
グ

や
財
布
な
ど
が
置
か
れ
た
車
両
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

３　

被
害
防
止
対
策

⑴
車
内
に
バッ
グ
や
財
布
な
ど
を
置
い

た
ま
ま
車
両
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑵
車
両
を
離
れ
る
場
合
は
、必
ず
ド
ア

ロッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
車
庫
内
に
駐
車
中
の
車
両
も
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。車
庫
に
も
確
実
に

施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
お

よ
び
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

10
月
11
日

運
動
期
間

10
月
11
日
〜
20
日

運
動
重
点

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
特

殊
詐
欺
の
被
害
防
止

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、買
い
物
、犬
の
散
歩
中
、

業
務
中
に
も
子
供
の
安
全
に
目
を
向

け
て「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」を
行
い
、

み
ん
な
で
子
供
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
な
ど
の

「
な
が
ら
歩
き
」は
、周
り
の
音
や
人
に

気
づ
き
に
く
い
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

相
談
相
手
は
あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば

に
い
ま
す
。お
金
を
振
り
込
む
、手
渡

す
、送
る
、そ
の
前
に
相
談
を
。

栗
山
警
察
署
夕
張
警
察
庁
舎

☎
52
―
0
1
1
0

⑵
接
種
費
用
が
３
、0
0
0
円
を
超

え
る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら
１
、

5
0
0
円
を
引
い
た
額
。

⑶
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

１
回 

そ
の
他　

①
接
種
す
る
前
に
実
施
医

療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

②
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。③
対
象
者
の
⑵

に
該
当
す
る
方
は
、身
体
障
害
者
手
帳

を
実
施
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。④
市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院

（
入
所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場

合
は
事
前
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

だ
さ
い
。

送　

迎　

老
人
福
祉
会
館
バ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

場　　所 実　施　日 曜
日 開催時間 申込期限

10月29日
11月12日

老人福祉会館 火 午後１:00～
午後２:30 10月25日11月26日

12月 ３日
12月17日

当日の受付は開催の30分前からです。
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自
賠
責

　

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

北
海
道
の
最
低
賃
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、平
成

30
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
43
万

件
、死
傷
者
数
は
約
53
万
人
と
、国
民

の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻

な
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者

に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す

も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険・共
済
は
、す
べ
て
の
ク

ル
マ・バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、被
害
者
の
基

本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ

り
、被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
一人
一人
が
、よ
り
一層
自
賠
責
制
度
の

役
割
や
重
要
性
、保
険
金・共
済
金
の
支

払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解・認

識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

◆
自
賠
責
保
険・共
済
未
加
入
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す

　

自
賠
責
保
険・共
済
は
、万
一の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
に
基
づ
き
、原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、自
賠
責
保
険
・

共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。１
週
間
前
ま
で
に
申
込

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き

10
月
５
日　

午
前
９
時
〜

10
月
19
日　

午
前
９
時
〜

（
午
前
８
時
30
分
ま
で
集
合
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

一
般　

6
0
0
円

会
員　

5
0
0
円

申
込・問
合
せ
先　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

守
る
市
民
の
会　

大
谷☎58

―
3
0
1
1

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
臨
時
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
、次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
す
。

最
低
賃
金
額　

時
間
額
8
6
1
円

効
力
発
生
年
月
日　

10
月
３
日

問
合
せ
先　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督

署　

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
4
9
0

違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

国
土
交
通
省
北
海
道
運

輸
局
札
幌
運
輸
支
局

☎
0
1
1
―
7
3
1
―
7
1
6
7

募 集 内 容  
受 験 資 格

受 験 区 分

採 用 人 員  
申 込 期 限  
第一次試験日
第一次試験場所
試 験 科 目  
 第一次試験
 第二次試験
 申 込 方 法

一般事務職
次の各項目に該当しない方で、採用後、夕張市に居住可能な方。
◇日本国籍を有しない方
◇地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方
※今年度実施した本市職員採用試験に応募されたことがある方は受験できま
せん
◇上級
　平成元年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学を卒業（令和２
年３月卒業見込みを含む）している方、またはこれに相当する資格を有すると
市長が認める方
◇初級
　平成元年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による短期大学、専門学
校、高等専門学校、高等学校を卒業（令和２年３月卒業見込みを含む）している
方、またはこれに相当する資格を有すると市長が認める方
若干名
10月18日　午後５時30分必着（郵送の場合も同じ）
11月10日
夕張市役所

一般教養、職業適性試験
面接など。詳細は第一次試験合格者に対して通知。
受験申込書（市指定様式、前３ヶ月以内に撮影した写真を添付）、卒業証明書（
卒業見込証明書）、返信用封筒（定型の封筒に返信先を記載し84円切手を貼っ
たもの）を添えて市総務係（本庁舎４階）に、持参または郵送。
※詳細はホームページ、または問い合わせください。

夕張市職員採用試験（二次募集）

◆一般事務職員
令和２年４月１日採用予定の市職員採用試験を実施します。

申込・問合せ先　夕張市役所総務課総務係　〒068－0492　夕張市本町４丁目２番地 ☎52―3170
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

夕
張
市
管
内

　
　
　
　

防
火
標
語
決
定

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

 

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

Ｃ
Ｏ
．Ｃ
Ｏ
フ
レ

夕
張
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　
　
　
　
　
　
　
　

  

交
流

ゆ
う
ば
り
安
全
安
心

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　

消
防
本
部
お
よ
び
消
防
署
と
消
防

団
で
は
、10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の

期
間
、秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
朝
晩
の
冷
え

込
み
が
厳
し
く
な
り
、暖
房
器
具
な
ど

を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、火

災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な

り
ま
す
の
で
、一人
ひ
と
り
が
普
段
の
生

活
の
中
で
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、火
災
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、75
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、防
火
査

察
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
昨
年
、全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
出

火
原
因

１
位「
た
ば
こ
」　

２
位「
た
き
火
」　

３
位「
こ
ん
ろ
」　

４
位「
放
火
」　

５

位「
放
火
の
疑
い
」と
な
って
い
ま
す
。

◆
火
災
か
ら
命
と
財
産
を
守
る
た
め

◇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

◇
放
火
を
防
ぐ
た
め
、家
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

◇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、住
宅
用
火

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し

た『
防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
』で
、審
査
の

結
果
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
３
年　

鎌
田

　

む
つ
き
さ
ん
が
考
案
し
た『
火
事
発

見
！　
「
お・か・し
」を
ぜ
っ
た
い　

ま

も
る
こ
と
』が
最
優
秀
作
品
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
、10
月
か
ら
１
年
間
、

本
市
の
防
火
標
語
と
し
て
火
災
予
防

啓
発
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

最
優
秀
賞　

３
年　

鎌
田　

む
つ
き

さ
ん　
『
火
事
発
見
！　
「
お・か・し
」

を
ぜ
っ
た
い　

ま
も
る
こ
と
』

優
秀
賞　

４
年　

角
田　

心
美
さ
ん

　
『
料
理
中
、着
衣
着
火
に　

気
を
つ

け
て
！
』

６
年　

澤
村　

心
美
さ
ん　
『
防
火
に

は　

生
き
る
希
望
と　

安
全
が
』

特
別
賞　

１
年　

外
尾　

倖
萌
さ
ん

　
『
ひ
の
か
く
に
ん　

ち
ゃ
ん
と
し
な
い

と　

も
え
ち
ゃ
う
よ
』

５
年　

宮
口　

陽
咲
さ
ん　
『
家
族
の

安
全
は
み
ん
な
の
防
火
か
ら
』

ユ
ー
モ
ア
賞

２
年　

滝
上　

琉
生
さ
ん　
『
マ
マ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が一
定

基
準
以
下
の
、年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）

が
行
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
で
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方

1
．
65
歳
以
上

2
．
世
帯
員
全
員
が
、
市
町
村
民
税

が
非
課
税

3
．
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
税

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
。

　

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
以
下
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る

1
．
前
年
の
所
得
額
が
約
4
6
2
万

円
以
下
。

◆
請
求
手
続
き

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、日
本
年
金
機

構
か
ら
請
求
手
続
き
の
案
内
が
９
月
上

旬
か
ら
順
次
届
き
ま
す
。同
封
の
は
が

き（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
）を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金

を
受
給
し
は
じ
め
た
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
合
わ
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、手

数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
は
、日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、岩

見
沢
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

道
警
音
楽
隊・カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
が
や

っ
て
来
る
！

　

全
国
地
域
安
全
運
動
の一
環
と
し
て

開
催
し
ま
す
。入
場
無
料
。

と　

き　

10
月
10
日

　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

問
合
せ
先

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4

栗
山
警
察
署
夕
張
警
察
庁
舎

☎
52
―
0
1
1
0

　

夕
張
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆
さ

ん
が
考
え
た
企
画
で
体
を
動
か
し
、交

流
し
ま
せ
ん
か
？
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど

を
行
い
ま
す
の
で
、上
履
き
を
持
参
し

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
30
日

　

午
後
４
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

申
込
期
限　

10
月
30
日

問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校　

☎
56
―
5
5
3
0

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

2
0
1
9
年
全
国
統
一
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
」

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

（
母
）よ
り
も　

お
こ
る
と
こ
わ
い　

ひ

と
け
む
り
』

※
最
優
秀
作
品
の『
火
事
発
見
！　

「
お・か・し
」を
ぜ
っ
た
い　

ま
も
る
こ

と
』の
標
語
内
の「
お・か・し
」と
は
、小

学
校
の
避
難
訓
練
で
、児
童
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
心
得
と
し
て
指
導

し
て
い
る
も
の
で
、『
お
』・押
さ
な
い（
避

難
中
は
前
の
人
を
押
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
）、『
か
』・
駆
け
出
さ
な
い（
避
難
中

は
駆
け
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
）、

『
し
』・し
ゃ
べ
ら
な
い（
避
難
指
示
が
聞

け
な
く
な
る
の
で
し
ゃ
べっ
て
は
い
け
ま

せ
ん
）と
い
う
意
味
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
38
―
8
0
0
1

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
05
―
4
0
9
2
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住
民
と
議
会
と
の

　
　

意
見
交
換
会
の

　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

行
政・人
権・心
配
ご
と

合
同
何
で
も
相
談
に
つ
い
て

施
設
の
使
用
料・

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す

紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
夕
張

と
き・と
こ
ろ　

10
月
８
日

午
前
10
時
30
分　

南
清
水
沢
生
活

館・は
ま
な
す
会
館

午
後
１
時
30
分　

末
広
恵
集
会
所

午
後
２
時　

紅
葉
山
新
生
ク
ラ
ブ

問
合
せ
先　

市
議
会
事
務
局

☎
52
―
3
1
7
2

　

公
園
内
を
一
周
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。事
前
申
込
は

不
要
で
、当
日
エ
ン
ト
リ
ー
が
済
ん
だ
方

か
ら
、順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

滝
の
上
発
電
所
の
内
部
も
見
学
で

き
ま
す
。完
走
者
先
着
２
０
０
名
に
は

お
土
産
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

参
加
無
料
。

と　

き　

10
月
12
日

　

正
午
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

滝
の
上
公
園

問
合
せ
先　
（
一
社
）夕
張
市
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン　
　
　

☎
52
―
3
1
2
8

　

総
務
省
で
は
、毎
年
10
月
の
１
週
間

を「
行
政
相
談
週
間
」と
定
め
て
い
ま

す
。本
市
で
は
、次
の
日
程
で
行
政・人

権・心
配
ご
と
の
合
同
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ  

老
人
福
祉
会
館

参
加
者　

人
権
擁
護
委
員
、心
配
ご

と
相
談
員
、社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ
先  

行
政
相
談
に
関
す
る
こ
と

行
政
相
談
委
員　

石
井

☎
52
―
1
7
5
4

行
政・人
権・心
配
ご
と
合
同
何
で
も

相
談
に
関
す
る
こ
と

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
56
―
6
0
0
4

　

消
費
税（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の

税
率
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、10

月
１
日
か
ら
次
の
施
設
の
使
用
料
や

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

・
夕
張
市
清
水
沢
地
区
公
民
館
、夕

張
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

南
支
所☎

59
―
6
1
1
1

・
ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、夕
張
市
平
和
運
動
公
園
、夕
張
市

清
水
沢
プ
ー
ル

※
夕
張
市
清
水
沢
プ
ー
ル
は
今
期
営

業
終
了

問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
張
市
体

育
協
会　
　
　
　

☎
56
―
6
0
4
6

　

詳
し
く
は
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

上下水道料金の改定について
　消費税率の引上げに伴い、令和元年10月より上・下水道料金が改定されます。
　ただし、令和元年10月1日前から継続して使用されている方は、令和2年1月検針分（令和元年12月使用分）
から新料金となり、令和元年10月および11月使用分は改定前の料金となります。
※令和元年10月1日以降に新たに使用される方は、開栓時から新料金となります。

●水道使用料（月額） （単位：円）

●下水道使用料（月額）
種　　別 用　途 基本水量 一般料金 軽減料金
一 般 用 基 本 8㎥まで 2,044 1,467 
　 　 9㎥ 2,300 1,650 
　 　 10㎥ 2,555 1,833 
　 超 過 1㎥増毎 255 159 
公衆浴場用 基 本 100㎥まで 4,609 

超 過 1㎥増毎 46 

種　　別 用　途 基本水量 一般料金 軽減料金
一 般 用 基 本 8㎥まで 2,444 1,754 
　 　 9㎥ 2,722 1,953 
　 　 10㎥ 3,000 2,153 
　 超 過 1㎥増毎 387 242 
公衆浴場用 基 本 100㎥まで 18,742 

超 過 1㎥増毎 169 

13㎜ 96 
20㎜ 108 
25㎜ 121 
40㎜ 629 
50㎜ 738 
75㎜ 1,052 
100㎜ 1,694

※金額はいずれも税込

問合せ先　お客様センター（ゆうばり麗水株式会社）☎53－2011
市上下水道庶務係☎52－3152

メータ使用料（月額）
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令和元年10月1日から販売が開始された「夕張市プレミアム付商品券」が利用できる市内の店舗を
お知らせします。
商品券の購入対象者の方で購入引換券の申請がお済でない方は、申請期限が11月29日（金）とな
っておりますので、お急ぎください。

※本表は9月17日現在の登録店舗を記載しております。最新の情報は市ホームページもしくは、商工会議所に
問い合わせ下さい。

№ 店　　舗　　名 電話番号 № 店　　舗　　名 電話番号
1 ホテルシューパロ　 52－2400
2 汲古堂　平松印房 52－2837
3 ㈲せきづか洋品店　本町店 52－3419
4 スナック　みやさか 52－3123
5 居酒屋　俺家 52－2670
6 ㈱ミツノ 52－3010
7 高橋時計店 52－2728
8 ㈱いわせき 52－3175
9 山田理容院 52－3351
10 セイコーマート　夕張本町 53－2121
11 Café＆Sweets　和 52－3337
12 太田商店 52－2005
13 空知日石㈱ 夕張末広給油所 52－2705
14 居酒屋　酒道楽 52－3974
15 ㈲ビックショップかね安 52－2631
16 岩口商店 52－4457
17 ホテルマウントレースイ 52－3456
18 ホテルマウントレースイスキー場 52－3456
19 新町モータース商会 52－2470
20 しもだ理容院 52－3560
21 道央エアーウォーター㈱夕張サービスセンター 52－2065
22 ㈲竹中商店 56－5253
23 夕張訪問看護ステーション 53－3500
24 こすげ薬局 56－5192
25 ㈱佐藤百貨店 56－6006
26 ショッピングみさわ 56－6700
27 喜久屋 56－5805
28 アトリエ　シェル 56－5860
29 ㈱ココカラファイン　平和店 56－5366
30 夕張自動車整備協同組合 59－6161
31 ㈱北島商会 59－7330
32 夕進自動車商事㈱ 59－7411
33 ㈲中山洋電 59－7611
34 ㈱勝栄堂 59－2089
35 ㈲寿五 59－4148
36 大晃電気工業㈱ 59－7236
37 ㈲三河屋 59－7120
38 駅前食堂 59－7876
39 岩森商店 59－7728
40 ㈲文化堂 59－7131

ポーラ美容室
関塚洋品店
㈱吉井快生堂
㈲夕張あきんど屋
セイコーマート　夕張清水沢
清光堂
永豊商事㈱
㈱丸友
理容　ヨコヤマ
本間ストアー
はまなす理容院
スナック男酌
食事処　バロン
コープさっぽろ　清陵店
志むら菓子舗
Aコープ南清水沢店
㈱ホーマックニコット
セイコーマート　夕張南清水沢
原田ふとん店
ニュー清水沢サービスステーション
清水沢オオハシ電気
皆川薬店
サンデークリーニング
はりきゅう櫻井治療
大成貨物運送㈱
北宝建設㈱
岩野石油店
夕張市農業協同組合　沼ノ沢給油所
丸大石油㈱
㈲メイプルタウン
社会福祉法人　北海道博愛舎
㈱正木商店　セブンイレブン
空知日石㈱　紅葉山南給油所
セイコーマート　もみじやま
栗下食堂
JA夕張市メロード店
杉山薬局
㈲阿部菓子舗
夕張屋台村　鶴が亭
渡辺商店

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80

59－2022
59－3516
59－7616
59－3504
59－3711
59－7907
59－7628
59－7434
59－7218
59－6218
59－7777
59－5186
59－7640
59－7883
59－7580
59－7006
59－2300
59－7816
59－6744
59－7406
59－7613
59－7195
59－5480
59－7020
55－2611
55－2522
55－2828
57－3627
58－3011
58－2206
58－2116
58－2002
58－2331
58－2140
58－2039
53－8111
58－2032
58－2021
52－5552
52－2218

問合せ先　市地域振興係☎52－3141
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大
型
ご
み
の
収
集

除
雪
会
員
が

　
　
　
不
足
し
て
い
ま
す

献
血
車
が

　
　
市
内
を
巡
回
し
ま
す

若菜

野
田
虎
白
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
9
月
26
日
生
ま
れ

こ
　
　
は
く

　

品
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
に

相
当
す
る
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
、当

日
午
前
８
時
ま
で
に
所
定
の
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
型
ご
み
の
品
目
と
料
金
は
、パン
フ

レ
ッ
ト「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
大
型
ご
み
に
出
せ
な
い
も
の

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
、オ

ー
ト
バ
イ
、タ
イ
ヤ
、ド
ラ
ム
缶
、灯
油
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
な
ど

※
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
い
な
い
も
の

や
、規
定
の
金
額
の
処
理
券
を
貼
って
い

な
い
も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
除
雪

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、除
雪
の
手

伝
い
が
で
き
る
方
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
会
員
登
録（
冬
期
の
み
）の
う

え
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
内
容　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所　

高
齢
者
住
宅
の
玄
関
と

通
路
、公
共
施
設
、消
防
設
備（
消
火

栓
な
ど
）、そ
の
他
一般
家
庭
な
ど

配
分
金（
報
酬
）　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
支
給

募
集
期
限　

10
月
31
日（
そ
の
後
も

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。）

申
込・問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー☎59

―
7
7
2
2

10
月
30
日

◇
午
前
10
時
〜
11
時 

農
協
本
部
前

（
沼
ノ
沢
）

◇
11
時
20
分
〜
11
時
50
分 

石
田
鉄
工

㈱
夕
張
工
場
前（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◇
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分 
シ
チ

ズ
ン
時
計
マ
ニュフ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
夕

張
工
場
前（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◇
３
時
〜
３
時
50
分 

清
光
園
前

（
南
清
水
沢
１
丁
目
）

◇
４
時
10
分
〜
５
時 

北
海
道
夕
張
高

等
養
護
学
校
前（
千
代
田
）

10
月
31
日

◇
午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

市
役
所
前

（
本
町
４
丁
目
）

◇
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分 

マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ
㈱
夕
張
工
場
前（
沼
ノ
沢
）

◇
２
時
40
分
〜
３
時
40
分 

北
海
道
博

愛
舎
前（
紅
葉
山
）

◇
４
時
〜
４
時
30
分 

㈱
テ
ー
オ
ー
フ
ォ

レ
ス
ト
夕
張
工
場
前（
紅
葉
山
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

人　口 7,939人(－26人)
　男 3,665人(－15人)
　女 4,274人(－11人)

世帯数 4,722世帯(－14世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は
、

11
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和元年9月1日　現在

収集日 収　集　地　区

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、
登川、滝ノ上

10月８日（火）
社光、住初、本町、旭町、昭和、
末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

10月９日（水）

10月10日（木）
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高齢者住宅への
　　　福祉除雪の受付を開始します
対象者

除雪範囲

除雪期間

申込期限

申込・問合せ先

65歳以上で次の全てに該当する方
①市内に子どもなどの親族がいないなど、除雪を他の人に頼
れない方 
②ケガや病気のため体力的に除雪が困難な方 
③所得税非課税世帯の方 
④市税などの滞納がない方（納付誓約履行中の方は除く）

15㎝以上の降雪があった場合の玄関前と道路までの通路。
屋根の雪降ろしや、除雪開始の時間の指定はできません。

12月１日～令和２年３月31日

10月18日

市生活福祉係　☎52―1059
南支所　☎59―6111
各ふれあいサロン


